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１  趣旨

　学習指導要領では、「知識基盤社会」

を生き抜く「確かな学力」を、全ての

児童生徒に確実に身に付けさせること

が求められています。

　このため、山梨県教育委員会では、

「全国学力・学習状況調査」等の調査

結果の分析・検討を踏まえた「授業改

善のポイント」を示し、これを基に「授

業改善プラン実践事業推進校」が作成

する「授業改善プラン」の活用及び研

究成果の普及をとおして、県内小・中学校の授業改善を促し、児童生徒の確かな学力の定

着と向上を図ります。

２  実施方法と内容

①推進校の指定
　本事業推進のために、８地区（甲府、北巨摩、中巨摩、東山梨、笛吹、峡南、北都留、南都留）

内の小・中学校各１校の計１６校を推進校として平成２６年４月から３年間指定しました。

　小学校では、国語、社会、算数、理科から２教科、中学校では、国語、社会、数学、理科、

英語から３教科について研究実践に取り組んでいます。

②「学力調査の結果分析」と「授業改善プラン」を取り入れたＰＤＣＡサイクル
　推進校は、児童生徒一人一人の実態に応じた確かな学力の定着と向上を図る観点から、「全

国学力・学習状況調査」及び「山梨県学力把握調査」等を用いて、自校の児童生徒の教科

及び生活習慣や学習習慣に関する状況把握と改善すべき課題を整理した上で、自校の児童

生徒の課題改善を目指した「授業改善プラン」を作成、実践しています。

授業改善プラン実践事業
～授業改善から児童生徒の確かな学力の定着と向上を～ 義務教育課

〔各地区の推進校と指定教科〕

教育事務所 小学校 指定教科 中学校 指定教科

中北

国母小学校 算数、理科 南西中学校 国語、理科、英語

櫛形北小学校 算数、理科 双葉中学校 国語、数学、理科

長坂小学校 国語、社会 明野中学校 社会、数学、英語

峡東
塩山南小学校 国語、社会 山梨北中学校 数学、理科、英語

石和南小学校 算数、理科 春日居中学校 国語、社会、英語

峡南 身延小学校 社会、算数 六郷中学校 国語、社会、数学

富士・東部
勝山小学校 国語、社会 勝山中学校 国語、社会、英語

上野原小学校 算数、理科 大月東中学校 国語、数学、理科

●  授業改善プラン実践事業
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⇒

新たなＰＤＣＡへ

　推進校は、県内小・中学校の授業改善を促す観点から、教科及び生活習慣や学習習慣に

関する課題改善について、指定教科の授業実践及び授業を支える取組を公開する授業研究

会を開催しました。

　１年間の取組を通じて、「学力調査の結果分析」と「授業改善プラン」を取り入れたＰＤ

ＣＡサイクルを確立し、２年目以降の研究において、さらなる授業改善を目指します。

③学力向上フォーラム２０１４の開催
　平成２６年１０月９日（木）山梨県総合教育セ

ンターにおいて、各学校の研究主任を対象とし

た「学力向上フォーラム２０１４」を開催しま

した。

　フォーラムでは、全国学力・学習状況調査に

おける本県の状況と課題を踏まえた「授業改善

のポイント」を示すとともに、授業改善プラン

実践事業推進校における研究実践とその成果を

発信しました。ポスターセッションでは、各推進校が、自校の「授業改善プラン」を示し

ながら、具体的な改善の方策、授業実践の様子等について発表しました。また、講師と推

進校研究主任、教科担当指導主事によるパネルディスカッションにより「確かな学力の定

着と向上を図る授業改善の在り方」について深まりのある協議が行われました。

　県教育委員会では、「学力向上推進事業」の円滑な推進を

図るために、「学力向上対策会議」を今年度新たに設置しまし

た。

　県内外の大学教授等有識者を学力向上アドバイザーとし、

年４回開催する本会議において、山梨県学力把握調査や全国

学力・学習状況調査等の結果を基に、本県児童生徒の学力

や学習状況の課題とその改善方策、また、「授業改善プラン

実践事業推進校」が作成する「授業改善プラン」の活用及び

研究成果について、指導、助言をいただいています。

　学力向上推進事業を総括する視点からいただいた、これら

の様々な助言を県の施策や各学校の研究に還元していくこと

で、ＰＤＣＡサイクルに沿った「学力推進事業」を精力的に取

り組んでいます。

「計画・授業改善プランの作成」　→　Ｐ 「実践・授業実践」　→　D
「評価・学力調査結果の分析」　→　C 「改善・授業改善のポイント作成」A

学力向上対策会議の開催

学力向上アドバイザーの方々

・早稲田大学大学院教職研究科

教授　田中　博之 氏

・文部科学省国立教育政策研究所

学力調査官　磯部　年晃 氏

・都留文科大学

教授　鶴田　清司 氏

・山梨大学教育人間科学部

准教授　清野　辰彦 氏

●  授業改善プラン実践事業
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　山梨県庁舎別館の耐震化工事が終了し、展示工事も大詰めになりました。平成２７年４月２日
（木）午後２時から開館記念式典が行われ、式典終了後一般公開されます。是非とも多くの方にご
覧いただきたく、展示の一部をご紹介いたします。

【人物紹介室】
　人物紹介室では、人物紹介ユニットにより９人ず
つ詳細に人物を紹介します。山梨近代人物館のオー
プニングを飾る第１回展示のテーマは、

「甲州財閥と近代日本を築いた甲州人」です。

　長く続いた江戸時代が終わり、日本が近代国家の
形成を目指した明治時代。山梨から、高い先見性をもった実業家たちが登場しました。彼らは、
鉄道や電力といった公共性が高い事業に大きな夢を見いだし、現在にもつながる日本の礎を築き
ました。

　「甲州財閥」と呼ばれた人々を始め、近代日本を築いた甲州人９人を紹介します。

【子ども向け展示】
　山梨近代人物館には、児童の皆さんが楽しめる子ども向け展示もあります。
　「ふるさと人物伝」では、先人がキャラクターとなって、クイズ形式で、３人の先人の生涯の転
機を遊びながら学ぶことができます。

室内を昭和５年の雰囲気に再現しました。
往時の雰囲気をお楽しみください。

【旧知事室】

【ご案内】

○ 開館時間　午前９時～午後５時

○ 休 館 日　第２・第４火曜日、年末年始

○ 入 館 料　無料

○ 連 絡 先　（平成２７年３月まで）

　　　　　　　学術文化財課企画担当

　　　　　　　電話　０５５－２２３－１７９０

※�学校利用等団体でお越しの際は、ご連絡ください。

山梨近代人物館が開館します
～山梨の礎を築いた先人、山梨から日本の礎を築いた先人を紹介します～

学術文化財課

内藤多仲

村岡花子

若尾逸平

（雨宮敬次郎） （小林一三） （根津嘉一郎） （若尾逸平）

●  山梨近代人物館が開館します
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平成２５～２７年度実施

「地域と連携した工業系技術力向上対策事業」について
高校教育課

１　はじめに
　�　近年、本県の製造業を中心とした中小企業では、

団塊世代の熟練技術者の大量退職や若者のものづ

くり離れが深刻化する中で、技術・技能の継承や

若手技術者の育成が喫緊の課題となっています。

　�　工業系高校においては、文部科学省の委託事業

「ものづくり人材育成のための専門高校・地域産業

連携事業」（Ｈ１９～２１）、県単独事業「地域連携

ものづくり人材育成事業」（Ｈ２２～２４）を通して、

地域産業を担うものづくり人材の育成を図ってき

ました。

　�　平成２５年度からは、これまでの事業を継続し、

地域産業界との連携によって工業系高校生の技術

力向上及び地元企業への技術系人材の供給を図っ

ていくことを目的として、「地域と連携した工業系

技術力向上対策事業」を行っているところです。

２　事業内容
（１）対象校
　�県内工業系高校７校（韮崎工業、甲府工業、甲府

城西、峡南、谷村工業・都留興譲館、富士北稜）

の全学科と工業系列

（２）期間
　平成２５～２７年度（３年間）

（３）内容
　①企業現場実習

　②企業技術者による実践的授業

　③産業技術短期大学校との連携

　④教員の企業研修

　⑤地元企業等との意見交流

　⑥科目「企業実習」の原則履修化

　�　これらの取組の成

果として、技能検定

等の資格取得者数の

増加や、就職決定率・

事業参加生徒数・協

力企業数・教員研修

参加者数等の数値目

標の達成を目指しています。

（４）実施体制

　①�「地域と連携した工業系技術力向上対策連携推

進委員会」（有識者で構成）

　②�「地域と連携した工業系技術力向上対策事業担

い手推進委員会」（実務者で構成）

　③校内推進委員会

３　これまでの成果と課題
　�　企業現場実習では、生徒が専門学科に関係する

企業において、３～５日程度の実習を行っていま

す。また、企業技術者等から、現場で必要とされ

る実践的な技術・技能を学んでいます。これらを

通して、高い技術・技能の習得が図られ、技能検

定の資格取得者数は年々増加しています。

　�　また、ここ数年、工業系高校における就職希望

者の決定率は１００％を維持しており、平成２６

年度においては、１２月末現在、就職希望者の約

８割が工業系企業への就職を決めています。さら

に、その内の９割強が県内企業に就職することか

ら、地域の担い手育成といった観点で、当事業の

果たしている役割はとても大きいといえます。

　�　引き続き、地域の企業・関係団体等にご理解、

ご協力をいただきながら、企業現場実習や実践的

授業等のさらなる充実を図っていくことで、今後

も、山梨の地域産業に貢献できる「ものづくり人材」

の育成に努めていきます。また、そのための教育

プログラムの確立が急務であると考えています。

【技能検定　全体合格者の推移】

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

受験者数 ９０人 １１９人 １７５人 ２１８人 ２８５人 ３６７人

合格者数 ４８人 ８７人 １３７人 １７１人 ２２５人 ２７２人

合格率 ５３.３％ ７３.１％ ７８.３％ ７８.４％ ７８.９％ ７４.１％

企業技術者による実践的授業

●  地域と連携した工業系技術力向上対策事業について

4



１　はじめに
　身近なスポーツに親しむことによって、運動・ス

ポーツの未実施率の縮減や地域活性化を図るため、

山梨県教育委員会では「山梨県地域スポーツ推進協

議会」を５月に立ち上げました。そして委嘱した地

域スポーツ委員を中心に、全市町村において身近な

スポーツ活動の実践に取り組んで参りました。

２　各市町村における取り組み
　１１月に行った第２回地域スポーツ推進協議会で

は、子どもを対象とした各種スポーツ教室、ラジオ

体操普及を目的としたラジオによる町内放送、クイ

ズを取り入れたウォークラリー、大学と共同し、子

どもと大学運動部の合同練習会やスポーツ関係の講

演会の実施等が報告され、また小菅村、甲州市、富

士吉田市による好事例の発表が行われました。

【小菅村】

【甲州市】

【富士吉田市】

３　今後の展開
　本協議会では、人口規模別のグループ討議を行い、

地域の現状や課題など意見を交わし、また山梨学院

大学・長倉富貴准教授を招き、運動の未実施率縮減

に向けた効果的な取り組み方法や、「運動・スポーツ

の機会の創出」について、参考となる事例を紹介し

て頂きました。このような活動の中で今後重点を置

くべき課題は、

①�「運動をしたくても出来ない」県民に対し、その

要因を解消するための方策を打ち出す。

②�働き盛りの世代（２０代～５０代、特に男性）の

参加を促すために、例えばファミリー対象事業の

充実を図ることで、参加の機会を増やす。

③�新たな視点として、障害者スポーツや高齢者スポー

ツにも目を向け、福祉関係団体と連携する。

④�県民が運動に親しむことで、自らの健康づくりを

意識し、ライフスタイルの改善へと繋がる機会を

創出し、関係部局との連携を強化する。

⑤�地域スポーツ委員が連絡調整役となり、各地区に

指導者を派遣する働きかけを行う。

などが上げられました。これらの課題を踏まえ、今

後は運動の未実施率の縮減を図ることはもとより、

２０２０年、東京オリンピック・パラリンピック開

催に向け、県民が積極的に運動に親しみ、さらに各

地域のコミュニティが活性化し、地域住民がより一

層スポーツへの関心を高めていけるよう、本事業の

充実を図って参ります。

身近な地域スポーツ促進事業
～スポーツ JanJan ～

スポーツ健康課

 小菅村では、村民が一堂に会し、ラジオ体操講習

会を実施。村長、教育委員長、教育長をはじめ、子

どもから高齢者まで、村民の１割以上が参加し、楽

しみながらも、今まで知らなかった正しい体操の仕

方を学びました。

　甲州市では、「走るのが苦手」と思う小学生を対

象に、バルセロナオリンピック陸上競技日本代表の

杉本龍男氏（現法政大学教授）による陸上教室を年

４回開催。定員を大きく上回る参加があり、指導者

の言葉や動きに、子ども達は目を輝かせながら参加

する姿が見られました。

　富士吉田市では、健康づくりの意識を高めるため

に、参加すると特典がもらえる健康ポイントラリー

を実施。その対象となる市民総参加のラジオ体操で

は、市内７小学校で早朝にも関わらず、子どもから

大人まで総勢１，５９０名が参加しました。

●  身近な地域スポーツ促進事業
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　山梨県立美術館には歴史的・文化的価値のある作品が約一万点所蔵されています。所蔵品につ

いては、常設展として年４回の展示替えを行い、それ以外にも特別展を年４～５回行っています。

　これまでも県内外のたくさんのファンの方にご覧いただいてきましたが、より多くの人に味わっ

ていただきたいという想いから、「教育普及」の取組を行っています。教育という言葉から子供向

けの内容をイメージされる方も多くいらっしゃるようですが、ここでは広く社会教育の内容も含

んでいます。

　これから、教育普及の大きな二本柱である、「学校教育に関わるもの」と、「社会教育に関わるもの」

を紹介したいと思います。

１　学校教育に関わるもの
　○スクールプログラム
　�　教育課程の一環で来館された時には、職員と一緒に作品をじっくり鑑

賞します。感じたことを素直に言葉にしたり、作品から様々な価値を発

見し、グループで仲間や作品との対話を楽しんだりしながら作品鑑賞を

しています。展示作品に使用されている画材を使い、技法を体験するこ

ともできます。

　�　学校の道徳、図工、総合的学習の時間に複数回利用し、役立てている

学校もあります。甲府市立新田小学校では、毎年６年生が発表会形式で

美術館を会場としたギャラリートークを行っています。

　○教師のための鑑賞研究会・鑑賞研修会受け入れ事業
　�　特別展ごとに、「教師のための鑑賞研修会」を実施しています。より多くの先生方に美術館に

足を運んでいただき、教育普及事業、展覧会について興味関心を持っていただく機会として実

施しています。本年度は、学芸員によるギャラリートークや、アートカードの研修会を行いま

した。鑑賞研究会に参加できない場合でも、学校の研修会として鑑賞や実技研修会を行う利用

がありました。

　○出前授業・教材貸し出し
　�　教育現場で、子どもの図工・美術への興味・関心を高める取組も様々な形で提供しています。

例えば出前授業では、先生方の申し込みを受け、一緒に授業案を練ったり、こちらからアイデ

アを提供したりする中で、創作活動や鑑賞の授業などをします。

　�　教材貸し出しは、アートボックス、アートカードの２種類を用意しています。アートボック

スの中には、作家による本物の作品や、その制作の工程がわかるもの、

鑑賞用資料などを揃えています。木版、銅版、リトグラフ、油彩、日

本画などや、「種をまく人」、「落ち穂拾い」の衣装セットなど１３種

類を用意しています。今年度も、版画制作や日本画鑑賞、美術館訪問

の事前学習など多くの活用がありました。アートカードは、子どもの

自発的な鑑賞力を育む内容となっています。

博学連携の取組
～美術館の取組「教育普及」ってなあに？～

県立美術館

●  博学連携の取組－美術館の「教育普及」の取組－
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２　社会教育に関わるもの
　�　社会教育事業について、いくつか取り上げたいと思います。子どものためのプログラムのう

ち、造形広場と創作教室は、どちらもつくることを目的としたプログラムです。前者が幼児か

ら低学年を主に対象とし、申し込み・参加費不要とするのに対して、後者は小・中学生を対象に、

申し込みをしていただき、時には材料費を頂くような内容のものを選んでいます。創作教室の

方が、高学年向きの内容となっています。

　�　また、キッズプログラム、中高生のためのアートレクチャーなどは展示を見て楽しむ鑑賞プ

ログラムとなっています。ただし、対象となる学年によってその内容に創作活動を組み込み、

鑑賞を深め、楽しめるような工夫をしています。

　�　みんなでつくる美術館（みなび）というプログラムは、大人、子ども、障がい者を含むすべ

ての人が参加できるワークショップです。最大の特徴は、つくったものを美術館に飾ることで

完成することです。

　�　この「みなび」では、子どもも大人も障がいをもつ人も一緒になって体を動かし、時には個々

に、時には共同で創作体験をし、つくったものを公共の場に飾り、それを鑑賞する、という経

験をします。夏休み中の美術館には、参加者の作品がところ狭しと並びます。

　�　私たち教育普及のスタッフは、より多くの方々が芸術に親しみ、愛好する機会を増やすために、

知恵を出し合っています。もしもこれらの内容にご興味を持たれた方はぜひ一度、美術館まで

足を運んでいただければと思います。

【お問い合わせ】

山梨県立美術館

℡０５５－２２８－３３２２

山梨県立美術館　教育普及イベント一覧

イベント名 主な対象 内　　容

子どものための

プログラム

つくる

１ 造形広場 幼・少
山梨学院短期大学、伊藤美輝先生による、リサ
イクルの材料によるワークショップです。

２ 創作教室 小・中
ものづくりや造形活動をとおして、芸術に親し
みます。

みる・かんじる

３ キッズプログラム 小・中・保護者
特別展の作品について、学芸員と一緒に鑑賞し
ます。

４
親子で美術館を
楽しむ日

小・中・保護者
山梨県立美術館の開会記念日（１１月３日）に、展
示作品を鑑賞したり体験したりして楽しみます。

５
中高生のための
アートレクチャー

中・高 中高生を対象に、講義や創作活動をします。

大人のための

プログラム

つくる ６
美術体験・実技
講座

中・高・おとな
作家を講師に招き、専門的な技術を身につける
本講座と、初心者向けの内容のものがあります。

みる・かんじる

７
大人のための美
術講座

おとな 特別展に関して、学芸員や講師が講義をします。

８ ギャラリートーク おとな 学芸員が展示室で作品について解説をします。

９ 講演会 おとな 特別展に関して、講師にお話をしていただきます。

すべての人の

プログラム

みる・かんじる １０ 映画会 すべて 特別展に関連した映画を上映します。

つくってかざる １１
みんなでつくる
美術館（みなび）

すべて
こども、大人、障がい者の誰でも参加できるワー
クショップです。できあがった作品はみなび展に
展示します。

●  博学連携の取組－美術館の「教育普及」の取組－
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博学連携の推進－学校教育に科学館をご利用ください－
県立科学館

　山梨県立科学館は、青少年をはじめとする県民の皆さんに、科学に対する関心と理解を深

めていただくため、遊びや体験を通して科学への夢や探究心を育む施設として、平成１０年

７月に開館して以来、多くの県民の皆さんのご利用をいただき、様々なプログラムを提供し、

科学をわかりやすく紹介してきました。

　現在も、触れて操作して感じる「ハンズオン」の考え方に基づく体験型展示アイテム、科

学的な原理をわかりやすく学べる実験・工作教室、幼児対象のあそびの部屋でのクラフト

活動、スペースシアターでの職員が企画・制作したプラネタリウム番組の投影、ドーム映

像の上映、多目的ホールでのスーパーサイエンスショーなど、多彩な事業を実施しています。

　このような事業と平行し、科学館と学校及び地域との連携事業として、下記の事業を実

施しています。

１　学校との連携事業
　（１) ＣＳＴ連携事業
　　�　「コア・サイエンス・ティーチャー養成拠点

構築事業」（ＪＳＴ主催）として、山梨大学教

育人間科学部、山梨県教育委員会、山梨県立科

学館との共同事業を行っています。対象者は山

梨大学教育人間科学部理科教育専攻者と、県内

現職教員です。科学館では理科実験の研修と開

発としてのプログラムを行い、移動プラネタリ

ウム、理科教材の開発、科学工作などの内容の

講座を開催しております。

　（２) 山梨県立大との協定
　　�　平成２２年から県立大と科学館が連携協力し、大学職員、学生及び科学館職員が相

互に有する専門知識、技術、施設機能を提供し、教育・研究・社会貢献の向上および

発展に寄与する事業を行っています。具体的な内容として、科学館天文職員が「宇宙

の科学」の講義を担当しています。

２　研修受け入れ事業（人材育成事業）
　（１) 博物館学芸員実習
　　�　平成１２年度から、博物館学芸員養成課程を履修している大学４年生を対象に、実

習生の受け入れ事業を行っています。なお、当館は平成１３年、博物館法第２９条に

規定する博物館に相当する施設に指定されました。

ＣＳＴ連携事業（科学工作講座）

●  博学連携の推進－学校教育に科学館をご利用ください－
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　（２) 職場体験学習、インターンシップ
　　�　生徒（学生）たちが、職業や仕事の実際について体験したり働く人々と接したりす

る中で、発達段階に応じた望ましい勤労観や職業観を育み、自らの進路選択、決定に

必要な能力や態度を身に付けることを目的とした、職場体験（中学生）とインターンシッ

プ（高校生、大学生）の受け入れを行っています。

　　�　夏休み期間、「実験工作」「常設展示」「天文」「特別企画展」の各部署で、多くの利

用者の皆さんと触れあう機会を提供しています。

３　教員や地域指導者のための科学あそび講座
　�　現在の教育カリキュラムでは、学校教員が科学実験の開発や研究に取り組む時間が少な

いのが現状です。そこで、科学館がその一端を担い、小中学校の教員を対象に、科学工作・

実験、指導の方法などの紹介を行っています。

　�　又、公民館や児童館、育成会の行事に科学工作・実験等の活動が増え、その指導に関

する科学館への問い合わせが増えています。このため、安全に楽しい科学活動が実施で

きるよう指導者への講習を目的として実施しています。

４　出張科学館・出張観望会・移動プラネタリウム事業
　�　学習利用の一環で、県内の学校、保育施設等

を対象とし、科学教育プログラム（サイエンス

ショー、ワークショップ）を出張事業として実施

しています。本事業をとおして、科学館の教育事

業のＰＲ効果や来館者の増加につながることを期

待しています。

　�　又、当館を利用しての観望会が困難な団体の要

望に応えるため、天文ボランティアを中心として

出張観望会を行っています。望遠鏡での天体観望

会だけでなく、パワーポイントを使っての星空解説やレンズの仕組みを楽しく解説する

ワークショップなども併せて行っています。

　これからも、職員一同、科学館を訪れていただいた皆さんに、楽しく、かつ充実したプ

ログラムを提供するとともに、安全で快適にご利用いただける施設づくりに取り組んでま

いります。一層のご協力とご指導を賜りますようお願い申し上げます。

問い合わせ先：県立科学館

　　　　　　　ＴＥＬ　０５５－２５４－８１５１

　　　　　　　ＦＡＸ　０５５－２４０－０１６８

HP　http://www.kagakukan.pref.yamanashi.jp/ Click!

出張観望会

●  博学連携の推進－学校教育に科学館をご利用ください－
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教職員のＩＣＴ活用指導力向上を目指して
～分かる授業の実現のため研修会への参加を～

総合教育センター 情報教育部

　平成２６年３月、国立教育政策研究所により「２１世紀型能
力」が示されました。生きる力につながる「２１世紀型能力」
の基礎力として「言語スキル」「数量スキル」と共に「情報スキル」
があげられています。「情報スキル」が２１世紀を生きる子ど
もたちにとって重要なスキルであることを意識した授業改善が
求められています。（図１）

　文部科学省の「学校における教育の情報化の実態に関する調
査結果」によると、「授業中にＩＣＴを活用して指導する能力」
について本県の全校種の教員のうち「わりにできる」「ややで

きる」と回答した割合が、平成２３年度では６３．０％だった
ものが平成２５年度には６７．４％と増加しています。（図２）
　しかし、同調査結果によると、平成２５年
度中に「ＩＣＴ活用指導力の各項目に関する
研修」を受講した教員（全校種）の割合が全
国平均３１．０％に対して本県は１４．６％に
留まっています。この結果からも、本県教員
のＩＣＴ活用指導力向上のための研修参加が
求められています。

　総合教育センターでは、本年度、ＩＣＴを
効果的に活用した「分かる授業」の実現と子
どもたちの情報活用能力の育成を図るための
ＩＣＴ活用研修として、次の２つの研修会を開催しました。その内容を簡単に紹介します。

１　初めてのタブレット活用研修会
　�　前半がタブレット端末の基本原理や周辺機器との活用、後半は二人に一台で具体的な操作を
行うとともに、教育用アプリや先進導入校における活用事例を紹介し、最後はアプリを使い授
業での使用を意識した作品を仕上げました。多くの受講希望に応えるよう設定した２講座が満
員となり、先生方のＩＣＴ活用への熱い思いを感じました。

２　電子黒板活用研修会
　�　電子黒板を活用した授業づくり、タブレット端末等周辺機器との連携を中心に展開した、Ｉ
ＣＴ活用指導力向上につながる研修です。特にデジタル教科書の実演や電子黒板を使った模擬
授業の発表に大きな刺激を受けた先生が多かったようです。受講者からは「今までの授業にＩ
ＣＴの活用をうまく融合して分かりやすい授業づくりに生かしていきたい」といった声が多く
聞かれました。
　�　なお、この研修は、来年度、ＩＣＴ機器の学校現場における活用の広がりに対応するために、
電子黒板やタブレット端末を含めた「ＩＣＴ機器活用研修会」（仮称）として実施する予定です。

　今後も子どもたちの情報活用能力と先生方のＩＣＴ活用指導力の向上に資する研修会の実施に
努めて参りますので、｢分かる授業｣ の実現のために多くの先生方の積極的な研修会参加をお願い
いたします。

図１

図２

●  教職員のＩＣＴ活用指導力向上を目指して
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～高等支援学校桃花台学園が４月に開校します～

「４つのこだわり」で社会に通用する力を 南アルプス市立白根巨摩中学校

　本校では、基本的生活習慣の確立を目指し、教師と生徒が『４つのこだわり』を常に意識して日常の

生活を送っています。この『４つのこだわり』とは、「あいさつ」「清掃」「服装」「時間」の４つを指し、

人間が生きていく上で最低限必要な態度、心の持ち方等にあたると考えています。

　学校における具体的な活動として、「あいさつ」では、地域の方と生徒会本部役員が協同して、朝登

校してくる生徒にあいさつをするという活動を実施しています。「清掃」では、清掃環境美化委員会がリー

ダーとなり、年に数回の無言清掃期間を設け、「時間いっぱい・一心不乱に清掃！」を合言葉に清掃を行っ

ています。また、「服装」「時間」についても、委員会を中心に、年数回の身だしなみについての呼びか

けをしたり、ノーチャイムデーを設定したりするなど、日頃から服装・時間を意識させる活動を行って

います。

　これらの取組を通して、自分の考えをもって行動できる生徒が見られるようになっています。これか

らも、『４つのこだわり』を通して、社会に通用する力の育成に日々取り組み続けていきます。

　平成２７年４月、現在のかえで支援学校分教室（旧

山梨園芸高等学校）の校舎を改修し、県下初とな

る軽度の知的障害のある生徒を対象にした高等部の

みの特別支援学校として、高等支援学校桃花台学園

が開校します。校名には、「桃花」の明るくやさしい

雰囲気と「台」の決して揺るがぬものの意味が込め

られており、地域に親しまれ生徒が愛着と誇りを持

てる学校を目指します。

◇専門学科「産業技術科」を設置
　桃花台学園は、職業教育の充実を図るため、専

門学科「産業技術科」を設置し、農業生産、食品

加工、環境メンテナンスの３コースにおいて、産業

技術に関する基礎的・基本的な知識と技術の習得

や、それらの意義と役割についての理解を深めます。

また、職業自立に必要な能力と実践的な態度を育

成し、卒業後の企業での就労を目指します。進路指

導においては、企業や支援機関との連携・協力体制

を整え、スムーズな職業生活への移行に努めます。

◇全県一学区、寄宿舎の設置
　桃花台学園の通学区域は県内全域です。通学は、

生徒の自主通学を基本としますが、自宅から学校ま

で遠距離のため通学が困難な生徒のために寄宿舎

も設置します。

新しい学校づくり推進室

朝のあいさつ運動 環境美化活動

オープンスクールの様子 改修された校舎校　章

●  学校紹介／南アルプス市立白根巨摩中学校・高等支援学校桃花台学園
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　平成２７年１月１０日、山梨県立図書館の入館者が

２００万人となりました。平成２４年１１月の開館以降、

約半年で５０万人、約１年で１００万人、そして２年２ヶ

月で２００万人の方にご来館いただきました。年間の入館

者数は全国都道府県立図書館のなかでもトップクラスにな

ります。

　メインロビーにおいて達成記念セレモニーを開催し、

２００万人目の入館者となられた富士吉田市在住の間根山

さんご家族に阿刀田館長のサイン色紙、辻村深月氏のサイ

ン入り著書などの記念品を贈呈しました。

　日頃ご来館いただいている全ての利用者に対し感謝するとともに、今後とも誰でも気軽に利用

ができる「県民図書館」を目指し、図書館サービスの充実に努めてまいります。

　県立図書館では「やまなし読書活動促進事業」の一環として、６部門の「贈りたい本大賞－大

切な人に贈りたい１冊－」の募集及び一般投票を行い、この度、「贈りたい本大賞」を決定しまし

た。〈応募総数２６１７点、一般投票１７５４通〉

　受賞者は次のとおりです。

県立図書館入館者２００万人達成！

「贈りたい本大賞」が決定しました 県立図書館

●贈りたい本大賞

　部門①親へ贈りたい本

　　　　　『おじいちゃんがおばけになったわけ』応募者：小林美優 ( 県立甲府西高校 )

　部門②夫または妻へ贈りたい本

　　　　　『いつでも会える』応募者：佐野敏昭 ( 甲府市在住 )

　部門③子どもへ贈りたい本

　　　　　『生まれてバンザイ』応募者：中村みつ江 ( 笛吹市在住 )

　部門④孫へまたは孫からおじいちゃん・おばあちゃんへ贈りたい本

　　　　　『手紙』応募者：鈴木大輔 ( 県立都留高校 )

　部門⑤恋人、片思いの人へ贈りたい本

　　　　　『ＬＯＶＥ ＬＥＴＴＥＲ』応募者：鈴木悠莉 ( 中央市在住 )

　部門⑥友だち、先輩・後輩へ贈りたい本

　　　　　『それでも僕は夢を見る』応募者：菊原真美 ( 県立甲府西高校 ) 

●学校賞

　県立都留高校、駿台甲府高校、県立甲府南高校、県立甲府西高校、県立甲府東高校、

　県立白根高校、南アルプス市立八田小学校、福山市立神辺中学校 ( 広島県 )

２００万人達成セレモニーの様子

●   県立図書館入館者２００万人達成！　●  「贈りたい本大賞」が決定しました
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平成２６年度新収蔵品展
県立美術館

　山梨県立美術館が平成２６年度に新たに収蔵した作品を紹介します。

　山梨県ゆかりの作家として、国内外で評価されている萩原英雄（１９１３～２００７）

の油彩や水彩、版画家の河内成幸（１９４８～）による６０年代から２０００年代に至る

までの木版画やエッチング、河内成幸の妻で「自己の魂の観察」をテーマとする版画

家の河内美榮子（１９４７～）による木版画、１９４５年より山梨に在住し、重厚な建築

物のある風景を特徴とする早川二三郎（１９３４～）による代表的な油彩、山梨美術協

会にて県内の芸術振興に力を尽くした小林一枝（１９３３～２０１１）の油彩、日本画家・

川﨑小虎の次男である川﨑春彦（１９２９～）による日本画、奈良県に生まれ山梨県の

忍野村に移住、窯業した陶芸家の松田冨彌（１９３９～２００９）によるファエンツァ国

際陶芸展出品作と晩年の重要作品を展示します。

　また、３９歳でニューヨークに渡り、「都市の構造と崩壊」をテーマにニューヨーク

で制作を続けた木村利三郎（１９２４～２０１４）の版画や、１９世紀のフランスで活躍し

た版画家シャルル・メリヨン（１８２１～１８６８）による『パリの銅版画』所収の作品

などを紹介します。

平成２６年度新収蔵品展
日　時：平成 27年 3月 21日（土・祝）～平成 27年 4月 12日（日）

場　所：山梨県立美術館　特別展示室　甲府市貢川１－４－２７

休館日：月曜日

観覧料：無料

問い合わせ先：ＴＥＬ ０５５－２２８－３３２２

関連ＨＰ：http://www.art-museum.pref.yamanashi.jp/ Click!

小林一枝《神護寺近くの茶店》
１９８２年　油彩・麻布

木村利三郎《ｃｉｔｙ ＳＵＢＷＡＹ Ｎ .Ｙ.Ｃ》
１９７０年　スクリーンプリント

●  県立美術館新収蔵品展
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１　江戸時代の作仏聖  円空と木喰

　鋭い鑿あとが力強く、独特のフォルムが個性的な円空仏。一方、柔ら

かな彫り口で、丸みを帯びた姿が優しげな木喰仏。

　この、実に対照的な像を残した２人の僧、円空と木喰は、江戸時代を

生きた「作仏聖」として、常に並び称され、彼らが残した彫像とともに、

今でも多くの人に慕われています。

　円空は、寛永９年（１６３２）美濃国（岐阜県）に生まれました。

３２歳から像を彫り始め、元禄８年（１６９５）に６４歳で没するまで、

１２万体の神仏を彫るという誓いを立てたと言います。現在ではそのう

ち５４００体ほどが確認されています。

　一方木喰は、円空が没して後およそ２０年後、享保３年（１７１８）

甲斐国（山梨県）に生まれました。木喰が像を彫り始めたのは、６０歳

を過ぎてからのこと。それ以来、文化７年（１８１０）に亡くなる９３

年におよぶ生涯で、２０００体の造像を発願しています。今、確認され

ているのはそのうちの７２０体程で、故郷である山梨にも残されています。

２　時空を超えて、２人の作品が一堂に集う

　離れた土地に生まれ、異なる時代を生きた２人ですが、互いに各地を

巡り歩いて残した像の数は膨大なものでした。そしてその多くは趣深い

微笑みをたたえ、大寺院の奥深くではなく、庶民の生活の中にともに有

り続けているのです。それらが今も人々を魅了してやまないのは、像に

やどる２人の思いが、制作された当初と変わらず素朴な祈りを受け止め

続けているからかもしれません。

　本展では、新発見・初公開を含む、円空・木喰による木彫像およそ

２５０点が、時空を超えて一堂に集まります。２人が像に込めた思いと、

個性的な造形の魅力を、ぜひご覧ください。

開館 10 周年記念特別展
「微笑みに込められた祈り　円空・木喰展」

県立博物館

開館１０周年記念特別展
「微笑みに込められた祈り　円空・木喰展」
会　期：平成 27年 3月 28日（土）～平成 27年 5月 18日（月）
休館日：毎週火曜日（3/31、5/5 は開館）、５月７日（木）
観覧料：一般 1000 円、大学生 500円　
　　　　小・中・高・特別支援学校等の児童・生徒は無料
問い合わせ先：県立博物館　TEL ０５５－２６１－２６３１

　関連HP：http://www.museum.pref.yamanashi.jp/ Click!

円空 善女龍王（観音寺蔵）

木喰 薬師如来（個人蔵）

木喰 自身像（日本民藝館蔵）

●  県立博物館開館１０周年記念特別展「微笑に込められた祈り　円空・木喰展」
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ミュージアム甲斐・ネットワーク
～県内博物館等の連携による活動の活性化と利用者サービス向上を目指して～

学術文化財課

学術文化財課

萌木の村 オルゴール博物館「ホール・オブ・ホールズ」（北杜市高根町）

県指定無形民俗文化財  塩
しおだいら

平の獅
し し ま い

子舞（山梨市牧丘町塩平地区）

　山梨県清里高原萌木の村博物館「ホール・オブ・ホールズ」
は、アンティーク・オルゴールを含む自動演奏楽器を収蔵・
展示・研究しています。自動演奏楽器のギャラリートークと
実演をお楽しみ頂いております。中でも世界に１台しか無い
「リモネール１９００」、「チッカリング９フィートアンピコグラ
ンドピアノ」、「モーツァルトバレルオルガン」の実演は圧巻。
　また、１日２回行われる、ピアニストとマリンバ奏者プロ
の音楽家による音楽の解説と特別演奏は多くのお客様から
好評を博しております。（冬期は土日祝日のみになります。）
　レコードやラジオが発達するまで、人々の暮らしにさまざ
まな音楽を提供してきた自動演奏楽器は、その演奏を通じ
て私たちに過去の人々の感性や驚き、感動をそのままに伝
えてくれます。
　過ぎ去った時代の暮らしや文化を次世代に受け継ぐ役割

を果たしつつ、楽しく開かれたミュージアムとして活動を続
けています。

住　　所：山梨県北杜市高根町清里３５４５ 

電話番号：０５５１－４８－３５３５

休 館 日：年中無休 （冬期はメンテナンス休館あり）

開館時間：１０：００～１８：００（最終入館１７：３０）

入 館 料：一般８００円、小学生〜専・大学生５００円、

　　　　　小学生以下無料（その他団体等各種割引有）

　　　　　音楽家による特別演奏は＋５００円
Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.moeginomura.co.jp/HALLS/index.html

山梨の文化財

　「塩平の獅子舞」は、「お神
かぐら

楽舞
まい

」「神楽」とも呼ばれ、甲府盆地一帯に分布する獅子舞と同様に、１月１４日、

１５日の道祖神祭と結びついて行われています。コロガシ太鼓に「天保年間（１８３０～１８４４）新調」と

内部に記載があると言われ、三百数十年～四百年前にはじまったという言い伝えがあります。その経緯は明ら

かではありませんが、特色としては、次のような点が上げられます。

（１）�獅子舞の役割が①道祖神に奉納する神事的な獅子舞、②１月１４日のドンドン焼の後、公民館で行う娯楽

性を持った獅子舞、③１年の安全と健康を祈って全戸を回る廻
か

礼
れい

舞
まい

の３つの部分からなっています。

（２）�「御
ごへ い

幣の舞」「幕の舞」「剣
つるぎ

の舞」「狂いの舞」という、県内における太
だい

神
かぐ ら

楽系獅子舞の基本的な舞を、高い

芸のレベルを保持して伝承しており、これとは別に、番外の獅子舞として道化が獅子の真似をして面白お

かしく舞う「余興の舞」を伝えており、小正月の獅子舞と

しての特色を一層強めています。

（３）�上記の獅子舞に「三
さん ば

番叟
そう

」（能の「翁」すなわち「式三番」

の後半に演じる舞）が付随していることであり、現在、県

内において獅子舞の露払いの舞として「三番叟」を舞う事

例は他にはみられず、露払いの舞としての塩平の「三番叟」

の伝承は貴重であります。

　このように、県内に伝わった太神楽系獅子舞の基本的な舞の

種類・形態をよく伝え、地域の小正月行事において大きな役割

を担うとともに、地域の人々の心の紐帯となっている点におい

ても貴重であります。

Click!

平成２５年７月１１日指定

ホール・オブ・ホールズ外観 モーツァルトバレルオルガンリモネール１９００

三番叟

●  ミュージアム甲斐・ネットワーク／ホール・オブ・ホールズ　●  山梨の文化財／県指定無形民俗文化財　塩平の獅子舞
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